
























西の「絵画場」とは、1995 年(平成 7 年)に開催された神奈川県立美術館での中西夏之個展《着
陸と着水	 舞踏空間から絵画場へ》のタイトルと、同展のための中西の文章『少鉄球及び絵画
場』においてはじめて公に用いられた中西による造語である。1980 年(昭和 55 年)の絵画制作方













1962 年(昭和 37 年)から 1964 年(昭和 39 年)までの期間と、この時期に重なるようにしてスター
トした舞踏家・土方巽(1928-1986)との協働と絵画発表を再開した 1967 年前後、そして制作方























1981 年までの活動に言及しながら考察する。5 章では、3 章までのそれぞれの期間に培われた中
西の絵画観が、中西の文章『少鉄球及び絵画場』にどのように結実しているのかについて、文
献調査を中心とし中西の主要な発言を時系列にそって考察する。中西が目指す絵画と絵画観賞
について、「絵画場の思想」とはどのようなものかという視点を主軸に論じていく内容である。 
